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ドイツ語版 のみ販売 されてい る,英 語版 は絶版)
DasBauhaus1919-1933(1963年)
であ る。仮 に上か ら第1の 記録,第2の 記録,第3の 記録 とよぶ。一見 して
わか ることは,あ とになるほ ど記録 されてい る年数が 長 くな ってい るこ とで あ
る。 バ ウハ ウスは,1919年に開校 し,1933年に閉鎖 されたので あるか ら,第3
の記録で年代 的には完全 に一冊 に収 め られたわ けで ある。第1の 記録 は,1923
年7月 か ら9月 にか けて開かれたバ ウハ ウス展 に ちなんで発行 された もので,
初期 のバ ウハ ウスゐ思想,教 育 内容 を表 明 したグ ロピウスの宣言文 を初 め,各
工房 の作品が写真 で記録 され,初 期の様子 をよく伝えてい る。第2の 記録 は,
1938年ニューヨークの近代美術館で催 されたバ ウハ ウス展 を機会 にま とめ られ
た もので,諸 事情 によ り1928年まででは あったが,デ ッサ ウ時代 の もの もよ く.
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記録 きれてい る。第1の 記録にのせ られたグ ロピウスの宣言 も再 録 きれ,手 に
入 りに くい第1の 記録 を も兼ねて,第3の 記録が発行 され るまでは,バ ウハウ
スを語 るときに不可欠 の資料 とな っていた。 それに対 して,今 回 あ らたに発行
された第3の 記 録 は,編 者が東西 の両 ドイツをはじめ,ス イス,ア メ リカか
ら,日 記や手紙 まで集 めて,バ ウハウス ・アル ヒーブをつ くり,そ の一 部 を本
の形式 にま とめた ものであって,こ のよ うな出版 はほめ られて よい。恐 らく現
在のぞみ うる最大限の活動記録で あろう。 けれ ども,こ の第3の 記 録 は資料 と.
してよ く集 め られた とい うだけで はない。編者は,「 バ ウハ ウスはひ とつの理
念(イ デー)で あった」 とい うミース ・フ ァン ・デル ・ローエの意見 を,資 料
によって実証 しよ うとしてい る。 バウハウス校史 を精神史 として扱 うための基
礎資料 を記録 してい るので ある。 この点 で この第3の 記録 は,前 二者 とはっき
り異な る。第1の 記録 は,こ れか らや ろうとす る意見 の宣言で もあ った。第2
の記録 には,編 者 た ち(グ ロピウス夫妻,バ イヤー)の 自分 たちの時代 に対す
る回顧 録 とい った気分 が あふれて いる。第3の 記 録にな っては じめて,第 三者
による編集 が行 なわれ ることにな った ので ある。 さて,第 三 の記録 には,
1.バウハ ウス前 史
2.ワイマール時代:創 立か ら23年展 まで




7.〃:デ ル ・mエ の時代
8.ベル リン時代:私 立学校一弾圧 と閉鑚
9.回 顧
(写真 に よる記 録は回顧 の中へ入 る)
以上の年代別でい ろいろな文書 が配列 されて いる。 旧美術学校 系の教授達の
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反対策動,工 雲界か らの反対運動,生 産 工房 をめ ぐるイ ッテ ンとグロピウスめ
対立,政 府議会 を通 じた右翼の干渉,オ ランダのデ ・ステ ィール との接触 な ど
内外 の事件 を通 じて,「 芸術 と技術の統一 」 「工業へ の接近」の確信 をます ま
す強 めたグロ ピウス,右 翼の干渉 と生産工房 な どの経営上の失敗 によ るワイマ
ール 時代の閉鑚,デ ッサ ウ市 長の支持 の上 での再 出発,プ ロイヤー,バ イ ヤー
な どワイマール時代の学生の協力によ る本格 的なデザイ ン大学 としての整備,
活発 な工房活 動,軌 道にの ったバウハウス経営 とグロ ピウスの突然 の辞職,グ
ロピウスの方針 を もっと社会経済 的に押 し進 め よ う とす る二代 目学長 マ イヤ
ー,右 翼の干渉に よって突然 マイヤーを解雇 した市長,右 翼の干渉が ます ます
露骨 にな った三 代 目学長 ローエの時代 な どの記録 は,小 説 を読 むよ うな魅力 を
持 ってい る。編者 はこのよ うな記録の配 列によ って,いか にして グロピウスのデ
ザイ ン理念は生 長 してい ったか,そ のデザ イ ン理念が グロピウス以後 どうして
発展で きなか ったか,発 展 どころか ど うして維 持 さえで きなか ったか を明 らか
に しよ うとしてい る。編 者は記録集 とい うかた ちで,そ れの外 的な事情 だ けで
な く,内 的な事情 さえ解 明 している。 よ り正確 に言 えば,バ ウハウスのデ ザイ
ン理念 の形成 を読者 に外 的な事情 と内的な事情 との絡 み あいの中に求め させ よ
うとす るので ある。
いずれにせ よ,バ ウハ ウス研究 はこの第3の 記録 の発 行によ って,よ り正 確
にな るだろ う。単な る回顧的に眺め られていたバ ウハ ウスが,新 しく解釈 しな
おきれ ることによ ってず っ とわれわれに近 い もの とな るだろ う。 それは反面か
らいえば,バ ウハ ウスの理念 その ままでは現在 にあてはま らな くな った こ とを
物語 って もい る。 バ ウハ ウス は,わ れわれによ って解釈 しなお されては じめ
て,生 きた もの にな ることをこの本は示 しているのであ る。
(注)
第1の 記録 の正式 の書名 と発行所:
StaatlichesBauhausinWeimar1919-1923,Bauhausverlag,Weimar-
-7..6一
.M{inchen,1923,PP.226,タイ ポ グ ラ フ ィ ー,1Vloholy=Nagy,装釘





第3版 の ドイ ツ 語 版 を の ぞ い て あ と は 絶 版 。
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